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平
成
十
九
年
春
の
叙
勲 

定価　１部金４４円 

火
は
見
て
る 

あ
な
た
が
離
れ
る 

　
　
　
　
そ
の
時
を 

　
受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
永
年
に
わ

た
り
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
火
災
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
災

害
か
ら
防
護
す
る
と
と
も
に
、
消
防

力
の
強
化
・
拡
充
に
尽
力
し
、
社
会

公
共
の
福
祉
の
増
進
及
び
業
界
の
発

展
に
寄
与
し
た
消
防
関
係
の
方
々
で

す
。 

　
伝
達
式
は
、
五
月
九
日
（
水
）
十

一
時
二
〇
分
か
ら
東
京
・
虎
ノ
門
の

日
本
消
防
会
館
内
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー

ル
で
執
り
行
わ
れ
、
消
防
庁
長
官
か

ら
各
代
表
者
に
叙
勲
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。 

 〈
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
〉 

 
瑞
宝
中
綬
章
　
　
　
　
　
　
一
名
 

瑞
宝
小
綬
章
　
　
　
　
　
十
一
名
 

旭
日
双
光
章
　
　
　
　
　
　
三
名
 

瑞
宝
双
光
章
　
　
　
　
一
一
五
名
 

瑞
宝
単
光
章
　
　
　
　
三
三
一
名
 

　
　
計
　
　
　
　
　
　
四
六
一
名
 

       

〈
兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
功
労
）〉 

　
　
 

◎
瑞
宝
双
光
章
 

元
朝
来
町
消
防
団
 

団
長
　
　
青
田
　
幹
男
 

     元
香
住
町
消
防
団
 

団
長
　
　
川
端
　
敏
彦
 

     元
神
戸
市
中
央
消
防
団
 

団
長
　
　
小
林
　
康
郎
 

     元
た
つ
の
市
揖
保
川
消
防
団
 

団
長
　
　
嶋
津
　
昌
郎
 

     元
温
泉
町
消
防
団
 

団
長
　
　
西
村
　
 
作
 

       ◎
瑞
宝
単
光
章
 

元
明
石
市
消
防
団
 

分
団
長
　
大
路
　
正
光
 

     

元
今
田
町
消
防
団
 

団
長
　
　
酒
井
　
　
勇
 

     元
高
砂
市
消
防
団
 

分
団
長
　
阪
口
　
　
武
 

     元
神
戸
市
北
消
防
団
 

副
団
長
　
　
山
　
　
　
 

     元
関
宮
町
消
防
団
 

団
長
　
　
西
谷
　
光
生
 

     元
尼
崎
市
消
防
団
 

分
団
長
　
水
田
　
信
繁
 

     元
赤
穂
市
消
防
団
 

分
団
長
　
山
根
　
信
也
  

県
下
か
ら
消
防
功
労
に
よ
り
十
二
名
が
受
章 

　
平
成
十
九
年
春
の
叙
勲
が
四
月
二
九
日
（
昭
和
の
日
）
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。 

　
消
防
関
係
の
受
章
者
は
、
全
国
で
四
六
一
名
、
う
ち
兵
庫
県
で
は
、
元
消
防
団
員
 

十
二
名
が
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。 
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「
何
事
も
和
を
も
っ
て 

　
　
　
　
　
　
あ
た
る
」 

　
　
　
佐
用
町
消
防
団
　 

　
松
　
田
　
芳
　
夫
　
団
長 

　
佐
用
町
消
防
団
は
、
佐
用
郡
四
町

（
佐
用
町
・
上
月
町
・
南
光
町
・
三

日
月
町
）
が
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
、

平
成
十
八
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
新

た
に
新
・
佐
用
町
消
防
団
と
し
て
出

発
し
ま
し
た
。 

　
団
員
は
一
、
一
七
〇
名
を
数
え
、

五
五
分
団
、
六
九
台
の
消
防
車
両
を

有
す
る
大
所
帯
と
な
り
ま
す
が
、
地

域
性
、
効
率
性
を
考
慮
し
旧
町
毎
に

支
団
長
（
専
任
副
団
長
）
を
配
し
管

轄
エ
リ
ア
を
分
割
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
四
つ
の
支
団
（
佐
用
・
上

月
・
南
光
・
三
日
月
）
を
統
率
す
る

の
が
、
松
田
消
防
団
長
で
す
。
平
成

十
八
年
八
月
二
四
日
に
就
任
後
、
永

年
災
害
現
場
で
培
わ
れ
た
経
験
と
、

そ
の
卓
越
し
た
指
導
力
に
よ
り
、
消

防
団
幹
部
、
団
員
は
も
と
よ
り
、
地

域
住
民
に
も
「
消
防
団
長
さ
ん
」
と

慕
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
普
段
の
お
仕
事
は
、
農
機
具
店
を

経
営
さ
れ
、
田
植
え
や
稲
刈
り
の
シ

ー
ズ
ン
に
は
町
内
各
所
を
車
で
忙
し

く
走
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
故
障
で

も
直
し
て
し
ま
う
、
佐
用
町
の
農
家

の
方
に
も
大
変
心
強
い
団
長
さ
ん
で
、

祭
り
の
折
に
は
笛
や
太
鼓
の
指
導
ま

で
さ
れ
ま
す
。 

　
カ
ラ
オ
ケ
も
上
手
で
甘
い
そ
の
歌

声
は
か
な
り
の
も
の
と
自
他
と
も
に

認
め
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
決
し
て
独

壇
場
に
な
ら
な
い
よ
う
、
周
り
に
気

を
遣
わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
一
面
も
一

層
、
団
員
の
信
頼
を
大
き
く
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
ま
だ
ま
だ
、
旧
町
意
識
の
残
る
消

防
団
で
す
が
、
「
何
事
も
和
を
も
っ

て
あ
た
る
」
と
い
う
信
念
で
佐
用
町

消
防
団
の
団
結
力
の
一
層
の
向
上
を

め
ざ
し
、
ま
た
、
住
民
の
付
託
に
答

え
る
べ
く
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く

り
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る 

　
　
団
員
づ
く
り
を
目
指
し
て
」 

　
　
　
神
河
町
消
防
団
　 

　
藤
　
原
　
泰
　
彦
　
団
長 

　
平
成
十
七
年
十
一
月
七
日
に
神
崎

郡
神
崎
町
と
大
河
内
町
が
合
併
し
、

ハ
ー
ト
の
形
を
か
た
ど
る
町
、
「
神

河
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

　
当
町
は
、
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央
部

に
位
置
す
る
人
口
約
一
三
、
五
〇
〇

人
の
小
さ
な
町
で
、
面
積
は
約
二
〇

二

、
そ
の
八
割
を
山
林
が
占
め
て

い
ま
す
。 

　
神
河
町
消
防
団
は
、
平
成
十
八
年

四
月
一
日
に
発
足
し
、
藤
原
団
長
以

下
、
副
団
長
七
名
、
団
員
七
三
七
名
、

消
防
車
両
三
四
台
を
も
っ
て
地
域
の

安
全
・
安
心
の
た
め
活
動
し
て
い
ま

す
。 

　
藤
原
団
長
は
、
昭
和
五
六
年
に
神

崎
町
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、
分
団
歴

十
七
年
を
経
て
平
成
十
二
年
か
ら
団

長
の
補
佐
役
と
し
て
副
団
長
に
抜
擢
。

平
成
十
六
年
四
月
に
神
崎
町
消
防
団

長
に
就
任
、
平
成
十
八
年
四
月
に
神

河
町
消
防
団
発
足
と
同
時
に
初
代
団

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
合
併
前
に
は
、
「
こ
れ
を
機
に
退

任
し
、
後
進
に
道
を
譲
ろ
う
」
と
考

え
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
新
消
防
団

を
円
滑
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
に

は
、
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
必
要

が
あ
っ
た
た
め
、
藤
原
団
長
に
続
投

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
責
任
感
の

強
い
団
長
は
本
音
を
内
に
秘
め
、
神

河
町
初
代
消
防
団
長
を
快
く
お
引
き

受
け
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
団
長
は
以
前
か
ら
「
地
域
か
ら
愛

さ
れ
る
消
防
団
づ
く
り
が
我
々
の
責

務
」
が
口
癖
で
、
郷
土
愛
の
心
が
団

員
を
育
て
、
地
域
住
民
を
育
て
る
と

の
精
神
を
持
ち
、
日
々
消
防
団
活
動

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
団
長
さ
ん
で

す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
十

月
に
兵
庫
県
立
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
第
二
〇
回
全
国
消
防

操
法
大
会
の
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
兵

庫
県
代
表
と
し
て
当
町
消
防
団
の
作

畑
分
団
が
出
場
し
、
準
優
勝
と
い
う

す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

　
ご
支
援
、
ご
声
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
の
皆
様
と
県
下
各
消
防

団
の
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

わ
が
ま
ち
の
団
長
さ
ん 
１４３ 

 

　
姫
路
西
消
防
団
は
昭
和
四
四
年
に

発
足
以
来
、
分
団
の
再
編
成
を
経
て

現
在
、
団
本
部
及
び
十
六
分
団
五
四

六
人
で
組
織
さ
れ
、
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
十
六
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
三
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
二

台
を
配
備
し
、
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
南
か
ら

姫
路
バ
イ
パ
ス
以
北
の
姫
路
市
街
地

を
は
じ
め
、
世
界
文
化
遺
産 

国
宝
「
姫

路
城
」
以
西
の
九
〇
．
一
九

を
管

轄
し
、
約
六
六
、
〇
〇
〇
世
帯
、
一

六
九
、
〇
〇
〇
人
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
守
っ
て
い
ま
す
。 

　
当
消
防
団
の
火
災
業
務
、
水
防
活

動
以
外
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
放

火
多
発
時
や
乾
燥
注
意
報
発
令
時
に

お
け
る
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
、
水
防
訓

練
、
消
防
署
と
の
合
同
訓
練
の
実
施
、

年
末
火
災
特
別
警
戒
及
び
校
区
の
避

難
所
運
営
訓
練
に
お
け
る
自
主
防
災

組
織
へ
の
訓
練
指
導
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
消
防
操
法
大
会
と
応
急
手

当
普
及
指
導
員
講
習
を
隔
年
で
行
っ

て
お
り
、
日
夜
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　
中
で
も
、
消
防
訓
練
に
は
特
に
力

を
注
い
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年

度
も
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
る
「
春

季
火
災
予
防
運
動
」
の
期
間
中
の
三

月
四
日
に
「
書
写
山
円
教
寺
」
に
お

い
て
姫
路
西
消
防
署
、
書
写
山
円
教

寺
自
衛
消
防
隊
、
さ
ら
に
姫
路
市
書

写
山
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
、
実
戦
に
即
し
た
山
林
火

災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
訓
練
場
所
で
あ
る
「
書
写

山
円
教
寺
」
は
標
高
三
七
〇
ｍ
に
位

置
し
、
西
の
比
叡
山
と
称
さ
れ
る
西

国
二
七
番
札
所
で
も
あ
り
、
樹
齢
数

百
年
の
木
々
の
中
に
数
々
の
重
要
文

化
財
が
眠
る
姫
路
の
聖
地
で
あ
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
最
近
で
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映

画
「
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
」
の
ロ
ケ
地

と
し
て
有
名
に
な
り
、
観
光
客
も
激

増
し
た
お
す
す
め
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。 

　
さ
て
、
そ
ん
な
最
高
の
舞
台
に
お

い
て
消
防
大
訓
練
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
山
上
駅
に
集
結

し
、
約
二
〇
分
か
け
て
訓
練
現
場
へ

駆
け
足
で
移
動
、
団
員
の
士
気
も
自

然
と
高
ま
り
、
林
野
火
災
防
ぎ
ょ
体

制
を
と
る
た
め
、
各
担
当
部
署
に
配

置
、
活
動
開
始
で
す
。 

　
山
上
に
装
備
さ
れ
て
い
る
砲
水
銃

か
ら
大
量
放
水
を
行
う
小
隊
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
を
防
火
水
槽
に
水
利
部

署
し
、
水
管
を
延
長
、
さ
ら
に
分
岐

金
具
を
介
し
て
遠
距
離
送
水
体
制
に

よ
る
放
水
訓
練
を
行
う
小
隊
、
ジ
ェ

ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
を
背
負
い
、
山
林

の
細
部
ま
で
進
入
し
て
放
水
す
る
小

隊
と
、
多
種
多
様
な
戦
術
を
駆
使
し

た
実
戦
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。 

 

　
訓
練
終
了
後
は
、
書
写
山
に
配
備

さ
れ
て
い
る
放
水
銃
、
防
火
水
槽
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
な
ど
の
消
防
設
備

を
一
斉
に
点
検
し
、
山
林
火
災
防
ぎ

ょ
体
制
に
万
全
を
期
し
ま
し
た
。 

　
我
々
、
姫
路
西
消
防
団
は
先
人
か

ら
受
け
継
い
だ
地
域
の
誇
れ
る
文
化

財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
日
々
、
訓
練
を
重
ね
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 

「
書
写
山
消
防
大
訓
練
」
を
実
施
！ 

地
　
区
　
通
　
信 姫

路
西
消
防
団

 

書写山消防大訓練 

訓練活動Ⅰ 

実戦さながらの放水訓練 

訓練活動Ⅱ 
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相
生
市
は
、
風
光
明
媚
な
瀬
戸
内

海
と
西
播
丘
陵
地
帯
に
囲
ま
れ
た
西

播
磨
南
部
に
位
置
し
、
一
五
分
団
、

五
二
〇
名
の
団
員
で
、
有
事
の
際
の

地
域
防
火
防
災
活
動
に
従
事
し
て
い

ま
す
。 

　
私
は
、
昭
和
三
五
年
一
月
に
相
生

市
消
防
団
に
入
団
し
ま
し
た
。
当
時

は
今
日
と
違
い
、
先
輩
の
着
古
し
た

団
服
（
当
然
サ
イ
ズ
は
合
い
ま
せ
ん
）

を
分
団
役
員
が
持
参
し
、
「
今
日
か

ら
お
前
は
消
防
団
員
だ
ぞ
」
と
、
有

無
を
言
わ
さ
ず
入
団
さ
せ
ら
れ
た
の

を
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
お

り
ま
す
。 

　
以
来
四
七
年
を
経
過
し
ま
し
た
が
、

毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
市
内
南
部

で
の
山
林
火
災
、
そ
し
て
台
風
等
に

よ
る
海
岸
地
域
の
風
水
害
に
出
動
す

る
際
に
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守

る
と
い
う
消
防
人
と
し
て
の
使
命
と

責
任
感
は
、
入
団
以
来
一
度
た
り
と

も
疎
か
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
私
は
昭
和
五
七
年
に
相
生

市
代
表
と
し
て
西
播
磨
消
防
操
法
大

会
に
指
揮
者
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
現
在
と
操
法
内
容
が
大

き
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ホ
ー
ス
が
上
手
く
延
長
出

来
ず
深
夜
に
自
宅
付
近
の
道
路
で
毎

日
練
習
し
た
こ
と
も
今
と
な
っ
て
は

懐
か
し
く
も
あ
り
、
そ
の
時
に
使
用

し
た
ホ
ー
ス
は
今
も
出
場
記
念
と
し

て
大
切
に
保
管
し
て
お
り
ま
す
。 

　
突
如
と
し
て
発
生
す
る
災
害
へ
の

対
応
は
今
も
昔
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
人
々

の
平
穏
な
暮
し
の
一
助
の
た
め
、
更

に
精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

消

防

団

今

昔

 

相
生
市
消
防
団 

副
団
長
　
西
田
　
清
和 

　
芦
屋
市
消
防
団
は
、
昭
和
二
二
年

九
月
、
消
防
団
令
の
公
布
に
よ
り
警

防
団
組
織
を
解
消
し
、
地
域
に
密
着

し
た
消
防
機
関
と
し
て
一
本
団
・
四

分
団
一
二
三
名
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
四
台
で
発
足
し
ま
し
た
。 

　
私
が
消
防
団
に
入
団
し
た
当
時
は
、

年
長
者
の
方
が
多
く
年
末
特
別
火
災

警
戒
な
ど
各
種
行
事
が
実
施
さ
れ
る

た
び
に
、
一
番
に
詰
所
に
出
向
い
て

準
備
を
行
う
な
ど
、
新
人
と
し
て
の

苦
労
が
多
か
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。 

　
現
在
は
、
一
〇
五
名
の
団
員
が
定

時
訓
練
の
ほ
か
、
災
害
時
の
活
動
、

自
主
防
災
組
織
等
へ
の
訓
練
指
導
や

市
・
県
が
主
催
す
る
防
災
訓
練
等
へ

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

八
年
に
は
県
内
で
三
番
目
と
な
る
女

性
消
防
団
員
バ
ー
デ
ィ
ー
ズ
を
任
用

し
、
現
在
十
一
名
の
団
員
が
防
火
広

報
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
上
演
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
七
年
一
月
十
七
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
得
た
教
訓

を
生
か
し
、
無
線
機
の
設
置
や
消
防
・

救
助
資
機
材
等
を
導
入
し
、
災
害
対

応
力
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。 

　
今
後
も
、
団
員
が
一
丸
と
な
っ
て

住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
り
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
「
備
え
よ
常
に
」
の
精

神
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す 

 

芦
屋
市
消
防
団 団

長
　
松
浦
　
信
行 

　
丹
波
市
消
防
団
で
は
春
季
全
国
火

災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
支
団

（
旧
町
域
）
ご
と
に
消
防
団
車
両
に

よ
る
防
火
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、

ま
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
と
し

て
消
防
団
員
が
各
家
庭
を
戸
別
訪
問

し
、
「
火
の
用
心
」
ビ
ラ
配
布
と
防

火
査
察
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
丹
波
市
消
防
団
に
は
女

性
消
防
が
一
分
団
一
部
十
五
名
組
織

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
組
織
上
の
位
置

付
け
と
し
て
は
、
旧
氷
上
町
域
を
管

轄
す
る
氷
上
支
団
を
管
轄
と
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
十
六
年
十
一
月
の
合

併
以
降
は
、
旧
町
域
を
越
え
た
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。 

　
今
回
の
春
季
火
災
予
防
運
動
は
、

大
型
店
舗
入
り
口
で
の
防
火
啓
発
グ

ッ
ズ
の
配
布
に
よ
る
呼
び
か
け
運
動

を
展
開
し
、
来
店
し
た
方
々
も
女
性

な
ら
で
は
の
ソ
フ
ト
な
啓
発
と
い
う

こ
と
で
、
防
火
の
訴
え
に
耳
を
傾
け

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
今
後
と
も
、
強
調
週
間
だ
け
で
な

く
女
性
消
防
な
ら
で
は
の
活
動
を
積

極
的
に
展
開
し
、
「
女
性
消
防
こ
こ

に
あ
り
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

防災啓発グッズ配布による呼びかけ 

市民と共同しての避難訓練 

『
防
犯
啓
発
活
動
を
実
施
』 

丹
波
地
区
・
丹
波
市
消
防
団
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新
緑
し
た
た
り
吹
く
風
も
心
地
よ

い
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

　
さ
て
、
今
月
号
で
は
平
成
十
九
年

春
の
叙
勲
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
消
防
団
今
昔
に
は
芦
屋

市
消
防
団
長
松
浦
信
行
さ
ん
、
相
生

市
消
防
団
副
団
長
西
田
清
和
さ
ん
よ

り
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
な
お
、
今
年
度
の
「
兵
庫
消
防
」

の
編
集
は
前
任
の
森
谷
、
市
来
、
杉

浦
に
か
わ
り
新
し
く
谷
、
山
本
が
担

当
と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

編
集
後
記 

兵 　 庫 　 県  
県 内 全 市 町  

兵 庫 県 ５ Ｒ 生 活 推 進 会 議  
（ 財 ） ひ ょ う ご 環 境 創 造 協 会  

期 　 間 ：  
 
主 　 催 ：  

5 月 3 0 日 ～ 7 月 3 1 日  
 
ク リ ー ン キ ャ ン ペ ー ン 推 進 協 議 会  
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南
あ
わ
じ
市
消
防
団
で
は
昨
年
十

一
月
か
ら
女
性
消
防
団
員
の
入
団
を

募
集
し
、
最
初
一
月
に
二
名
が
入
団

し
て
か
ら
徐
々
に
増
え
て
、
平
成
十

九
年
四
月
一
日
現
在
で
は
十
八
名
の

入
団
を
得
、
分
団
定
数
二
〇
名
ま
で

あ
と
二
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
年

齢
は
二
〇
代
か
ら
五
〇
代
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
で
構
成
さ
れ
、
職
業
も
会

社
員
、
公
務
員
な
ど
業
種
は
様
々
で
、

愛
称
が
「
チ
ー
ム
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
」

で
す
。 

　
早
速
、
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
広
報
活
動
を
二
回
行

っ
て
お
り
、
広
報
以
外
の
活
動
と
し

て
、
児
童
生
徒
や
独
り
暮
ら
し
の
老

人
へ
の
防
火
指
導
、
消
防
団
行
事
開

催
時
に
お
け
る
運
営
補
助
な
ど
を
行

う
予
定
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現

在
の
と
こ
ろ
消
防
に
関
す
る
知
識
や

経
験
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

今
年
度
、
消
防
署
や
消
防
学
校
で
開

催
さ
れ
る
各
種
講
習
会
を
受
講
し
、

団
員
と
し
て
の
教
養
や
技
能
を
修
得

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、 

既
に
県
下
の
消
防
団
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
女
性
消
防
団
員
か
ら
直
接
、
体

験
談
等
を
聞
か
せ
て
も
ら
う
視
察
研

修
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

　
一
方
、
男
子
消
防
団
員
は
、
五
月

十
三
日
か
ら
四
つ
の
方
面
の
予
選
会

が
始
ま
り
五
月
二
七
日
に
は
市
消
防

操
法
大
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
操
法

大
会
は
例
年
七
〜
八
月
の
開
催
で
す

が
、
今
年
は
操
法
の
変
更
点
が
な
い

こ
と
と
、
専
業
・
兼
業
含
め
て
農
家

の
団
員
が
多
く
、
南
あ
わ
じ
市
の
特

産
で
あ
る
玉
ね
ぎ
（
全
国
生
産
高
一

位
）
の
収
穫
が
六
月
に
最
盛
期
を
迎

え
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
す
ぐ
後
に

稲
の
苗
を
植
え
る
こ
の
時
期
が
農
家

に
と
っ
て
一
年
間
の
う
ち
で
最
も
忙

し
い
時
期
で
あ
る
た
め
、
ほ
ぼ
そ
の

時
期
ま
で
に
大
会
を
終
わ
ら
せ
た
い

と
の
こ
と
で
、
団
員
の
過
労
を
軽
減

し
、
訓
練
中
の
怪
我
等
を
防
ぐ
と
い

う
こ
と
も
考
慮
さ
れ
日
程
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。 

　
出
場
チ
ー
ム
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ

二
〇
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
二
六
チ

ー
ム
で
す
。
全
国
大
会
ま
で
あ
っ
た

昨
年
よ
り
一
チ
ー
ム
多
い
参
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
操
法
専
用
の
練
習
場
が
二
つ
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
足
な
た

め
、
照
明
・
舗
装
・
水
利
の
条
件
を

あ
る
程
度
満
た
し
た
施
設
を
利
用
さ

せ
て
も
ら
い
、
現
在
優
勝
目
指
し
て

日
夜
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
男
女
団
員
と
も
ど

も
住
民
の
安
全
安
心
の
た
め
充
実
し

た
消
防
団
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
ま

す
。 
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